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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 16日 (2007.8.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 に お い て 被 研 磨 面 を 研 磨 す る た め の 化 学 的 機 械 的 研 磨 用 研 磨
剤 で あ っ て 、
　 前 記 被 研 磨 面 が 二 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 層 の 被 研 磨 面 で あ り 、
　 当 該 研 磨 剤 が 、 酸 化 セ リ ウ ム 粒 子 と 、 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン と 水 と を 含 有 す る
　 研 磨 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 二 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 層 が 、 ホ ウ リ ン ケ イ 酸 塩 ガ ラ ス （ Ｂ Ｐ Ｓ Ｇ ） 層 、 ホ ウ ケ イ 酸 塩
ガ ラ ス （ Ｂ Ｓ Ｇ ） 層 ま た は リ ン ケ イ 酸 塩 ガ ラ ス （ Ｐ Ｓ Ｇ ） 層 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研
磨 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 二 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 層 が 二 酸 化 ケ イ 素 層 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン が 、 水 溶 性 ポ リ エ ー テ ル ポ リ ア ミ ン お よ び 水 溶 性 ポ リ ア ル キ レ ン
ポ リ ア ミ ン か ら な る 群 か ら 選 ば れ た １ 種 以 上 の 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン で あ る 、 請 求 項 １ 、 ２ ま
た は ３ に 記 載 の 研 磨 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン の 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ １ ０ 万 の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 １ ～ ４
の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン が 、 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 水 溶 性 ポ リ エ ー テ ル ポ
リ ア ミ ン お よ び 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 水 溶 性 ポ リ ア ル キ レ ン ポ リ ア ミ ン か
ら な る 群 か ら 選 ば れ た １ 種 以 上 の 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン で あ る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 研
磨 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 研 磨 剤 の 全 質 量 に 対 し 、 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン が ０ ． ０ ０ １ ～ ２ ０ 質 量 ％ の 範 囲 で
含 ま れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 剤 。



【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 研 磨 剤 の ｐ Ｈ が ９ ～ １ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 剤 。
【 請 求 項 ９ 】
　 研 磨 剤 を 研 磨 パ ッ ド に 供 給 し 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 被 研 磨 面 と 研 磨 パ ッ ド と を 接 触 さ
せ て 、 両 者 間 の 相 対 運 動 に よ り 研 磨 す る 被 研 磨 面 の 研 磨 方 法 で あ っ て 、
　 当 該 被 研 磨 面 が 二 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 層 の 被 研 磨 面 で あ り 、
　 当 該 研 磨 剤 と し て 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 剤 を 使 用 す る
研 磨 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 研 磨 方 法 に よ り 、 被 研 磨 面 を 研 磨 す る 工 程 を 有 す る 、 半 導 体 集 積 回 路
装 置 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 態 様 ３ は 、 前 記 二 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 層 が 二 酸 化 ケ イ 素 層 で あ る 、 態 様 １ に 記 載 の 研 磨 剤
を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 態 様 ４ は 、 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン が 、 水 溶 性 ポ リ エ ー テ ル ポ リ ア ミ ン お よ び 水 溶 性 ポ リ
ア ル キ レ ン ポ リ ア ミ ン か ら な る 群 か ら 選 ば れ た １ 種 以 上 の 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン で あ る 、 態 様
１ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 研 磨 剤 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 態 様 ５ は 、 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン の 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ １ ０ 万 の 範 囲 に あ る 、 態
様 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 剤 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 態 様 ６ は 、 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン が 、 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 水 溶 性 ポ リ
エ ー テ ル ポ リ ア ミ ン お よ び 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 水 溶 性 ポ リ ア ル キ レ ン ポ
リ ア ミ ン か ら な る 群 か ら 選 ば れ た １ 種 以 上 の 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン で あ る 、 態 様 ４ ま た は ５ に
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記 載 の 研 磨 剤 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 態 様 ７ は 、 前 記 研 磨 剤 の 全 質 量 に 対 し 、 前 記 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン が ０ ． ０ ０ １ ～ ２ ０ 質 量
％ の 範 囲 で 含 ま れ て い る 、 態 様 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 剤 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 態 様 ８ は 、 前 記 研 磨 剤 の ｐ Ｈ が ９ ～ １ ２ の 範 囲 に あ る 、 態 様 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の
研 磨 剤 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 態 様 ９ は 、 研 磨 剤 を 研 磨 パ ッ ド に 供 給 し 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 被 研 磨 面 と 研 磨 パ ッ ド
と を 接 触 さ せ て 、 両 者 間 の 相 対 運 動 に よ り 研 磨 す る 被 研 磨 面 の 研 磨 方 法 で あ っ て 、 当 該 被
研 磨 面 が 二 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 層 の 被 研 磨 面 で あ り 、 当 該 研 磨 剤 と し て 態 様 １ ～ ８ の い ず れ
か に 記 載 の 研 磨 剤 を 使 用 す る 研 磨 方 法 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 態 様 １ ０ は 、 態 様 ９ に 記 載 の 研 磨 方 法 に よ り 、 被 研 磨 面 を 研 磨 す る 工 程 を 有 す る 、 半 導
体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 特 に 好 ま し い 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン は 、 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０
の 水 溶 性 ポ リ エ ー テ ル ポ リ ア ミ ン お よ び 重 量 平 均 分 子 量 が １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ の 水 溶 性 ポ リ
ア ル キ レ ン ポ リ ア ミ ン か ら な る 群 か ら 選 ば れ た １ 種 以 上 の 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン で あ る 。 酸 化
セ リ ウ ム 砥 粒 に 対 す る 分 散 安 定 化 効 果 が 高 い と 言 う 観 点 か ら は 、 こ の 水 溶 性 ポ リ エ ー テ ル
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ポ リ ア ミ ン の よ り 好 ま し い 重 量 平 均 分 子 量 は １ ５ ０ ～ ８ ０ ０ で あ り 、 さ ら に よ り 好 ま し い
重 量 平 均 分 子 量 は １ ５ ０ ～ ４ ０ ０ で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 研 磨 剤 中 に お け る 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン の 濃 度 は 、 研 磨 速 度 抑 制 の 十 分 な 効 果 を 得 る 点 か ら
、 ０ ． ０ ０ １ ～ ２ ０ 質 量 ％ の 範 囲 で 、 研 磨 速 度 、 研 磨 剤 混 合 物 の 均 一 性 、 水 溶 性 ポ リ ア ミ
ン の 重 量 平 均 分 子 量 等 を 考 慮 し て 適 宜 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 研 磨 剤 中 に お け る 水 溶 性
ポ リ ア ミ ン の 濃 度 は 、 ０ ． ０ ５ ～ ５ 質 量 ％ の 範 囲 に あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 被 研 磨 面 が
二 酸 化 ケ イ 素 層 の 面 で あ る 場 合 、 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン の 濃 度 は 、 ０ ． ０ ５ ～ ２ 質 量 ％ の 範 囲
で あ る こ と が 、 更 に よ り 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 　 ［ 例 １ ］
　 酸 化 セ リ ウ ム 砥 粒 と 、 分 散 剤 と し て の 重 量 平 均 分 子 量 ５ ０ ０ ０ の ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ
ニ ウ ム と を 質 量 比 で １ ０ ０ ： ０ ． ７ と な る よ う に し て 脱 イ オ ン 水 中 で 撹 拌 し な が ら 混 合 し
、 超 音 波 分 散 、 フ ィ ル タ リ ン グ を 施 し て 、 砥 粒 の 濃 度 が １ ０ ％ 、 分 散 剤 濃 度 が ０ ． ０ ７ ％
の 混 合 物 を 作 製 し た 。 こ の 混 合 物 を 脱 イ オ ン 水 で ５ 倍 に 希 釈 し 、 砥 粒 濃 度 ２ ％ 、 分 散 剤 濃
度 ０ ． ０ １ ４ ％ の 砥 粒 混 合 物 Ａ を 作 製 し た 。 砥 粒 混 合 物 Ａ の ｐ Ｈ は ７ ． ６ で あ り 、 砥 粒 の
平 均 粒 径 は ０ ． １ ９ μ ｍ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 脱 イ オ ン 水 中 に 、 水 溶 性 ポ リ ア ミ ン と し て 、 重 量 平 均 分 子 量 ２ ３ ０ の ポ リ オ キ シ プ
ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン （ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 、 商 品 名 ポ リ エ ー テ ル ア ミ ン ） を 溶 解 し 、 ポ リ オ キ シ プ
ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン 濃 度 １ ． ０ ％ の 添 加 剤 液 Ｂ を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 　 ［ 例 ５ ］
　 重 量 平 均 分 子 量 が ４ ０ ０ の ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン （ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 、 商 品 名 ポ リ
エ ー テ ル ア ミ ン ） を 用 い 、 そ の ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン の 濃 度 を １ ． ０ ％ に な る よ
う に し た 以 外 は 例 １ の 添 加 剤 液 Ｂ の 作 製 と 同 様 に し て 添 加 剤 液 Ｆ を 作 製 し た 。 こ の 添 加 剤
液 Ｆ と 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒 混 合 物 Ａ と を 、 質 量 比 １ ： １ で 、 撹 拌 し な が ら 混 合
す る こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム 濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 ポ
リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン 濃 度 が ０ ． ５ ％ 、 ｐ Ｈ が １ ０ ． ９ の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 　 ［ 例 ７ ］
　 重 量 平 均 分 子 量 が ４ ４ ０ の ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン （ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 、 商 品 名 ポ リ
エ ー テ ル ア ミ ン ） を 用 い 、 そ の ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン の 濃 度 を １ ． ０ ％ に な る よ
う に し た 以 外 は 例 １ の 添 加 剤 液 Ｂ の 作 製 と 同 様 に し て 添 加 剤 液 Ｈ を 作 製 し た 。 こ の 添 加 剤
液 Ｈ と 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒 混 合 物 Ａ と を 、 質 量 比 １ ： １ で 、 撹 拌 し な が ら 混 合
す る こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム 濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 ポ
リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン 濃 度 が ０ ． ５ ％ 、 ｐ Ｈ が １ ０ ． ９ の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 　 ［ 例 ８ ］
　 重 量 平 均 分 子 量 が ２ ２ ０ の ４ ， ７ ， １ ０ － ト リ オ キ サ ト リ デ カ ン － １ ， １ ３ － ジ ア ミ ン
（ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 ） を 用 い 、 そ の ４ ， ７ ， １ ０ － ト リ オ キ サ ト リ デ カ ン － １ ， １ ３ － ジ ア ミ
ン の 濃 度 を ０ ． ５ ％ と な る よ う に し た 以 外 は 例 １ の 添 加 剤 液 Bの 作 製 と 同 様 に し て 添 加 剤
液 Iを 作 製 し た 。 こ の 添 加 剤 液 Iと 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒 混 合 物 Aと を 、 質 量 比 １
： １ で 撹 拌 し な が ら 混 合 す る こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム
濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 ４ ， ７ ， １ ０ － ト リ オ キ サ ト リ デ カ ン － １ ， １ ３ － ジ ア ミ ン 濃 度 が
０ ． ２ ５ ％ 、 ｐ Hが １ ０ ． ７ の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ［ 例 ９ ］
　 ４ ， ７ ， １ ０ － ト リ オ キ サ ト リ デ カ ン － １ ， １ ３ － ジ ア ミ ン の 濃 度 を ０ ． ３ ％ と な る よ
う に し た 以 外 は 例 ８ の 添 加 剤 液 Iの 作 製 と 同 様 に し て 添 加 剤 液 Jを 作 製 し た 。 こ の 添 加 剤 液
Jと 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒 混 合 物 Aと を 、 質 量 比 １ ： １ で 、 撹 拌 し な が ら 混 合 す る
こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム 濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 ４ ， ７
， １ ０ － ト リ オ キ サ ト リ デ カ ン － １ ， １ ３ － ジ ア ミ ン 濃 度 が ０ ． １ ５ ％ 、 ｐ Hが １ ０ ． ６
の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ［ 例 １ ０ ］
　 重 量 平 均 分 子 量 が ２ ２ ０ の Ｎ ， N´ － ビ ス （ ３ － ア ミ ノ プ ロ ピ ル ） － エ チ レ ン ジ ア ミ ン
（ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 ） を 用 い 、 そ の Ｎ ， N´ － ビ ス （ ３ － ア ミ ノ プ ロ ピ ル ） － エ チ レ ン ジ ア ミ
ン の 濃 度 を ０ ． ４ ％ と な る よ う に し た 以 外 は 例 １ の 添 加 剤 液 Bの 作 製 と 同 様 に し て 添 加 剤
液 Ｋ を 作 製 し た 。 こ の 添 加 剤 液 Ｋ と 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒 混 合 物 Aと を 、 質 量 比
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１ ： １ で 撹 拌 し な が ら 混 合 す る こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ
ム 濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 Ｎ ， N´ － ビ ス （ ３ － ア ミ ノ プ ロ ピ ル ） － エ チ レ ン ジ ア ミ ン 濃 度
が ０ ． ２ ％ 、 ｐ Hが １ １ ． ３ の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ［ 例 １ １ ］
　 重 量 平 均 分 子 量 が ２ ３ ２ の ペ ン タ エ チ レ ン ヘ キ サ ミ ン （ 和 光 純 薬 社 製 ） を 用 い 、 そ の ペ
ン タ エ チ レ ン ヘ キ サ ミ ン の 濃 度 を ０ ． ２ ％ と な る よ う に し た 以 外 は 例 １ の 添 加 剤 液 Bの 作
製 と 同 様 に し て 添 加 剤 液 Ｌ を 作 製 し た 。 こ の 添 加 剤 液 Ｌ と 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒
混 合 物 Aと を 、 質 量 比 １ ： １ で 撹 拌 し な が ら 混 合 す る こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 ポ リ
ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム 濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 ペ ン タ エ チ レ ン ヘ キ サ ミ ン 濃 度 が ０ ． １ ％
、 ｐ Hが １ １ ． ２ の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 　 ［ 例 １ ２ ］
　 脱 イ オ ン 水 中 に 、 ｐ Ｈ 調 整 を 行 う た め の 硝 酸 水 溶 液 と 、 重 量 平 均 分 子 量 が ５ ０ ０ ０ の ポ
リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム と を 加 え 、 硝 酸 濃 度 が ０ ． ２ ９ ２ ％ 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ
ウ ム 濃 度 が ０ ． ６ ８ ％ の 添 加 剤 液 Ｍ を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の 添 加 剤 液 Ｍ と 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒 混 合 物 Ａ と を 、 質 量 比 １ ： １ で 、 撹 拌
し な が ら 混 合 す る こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 砥 粒 混 合 物 Ａ か ら の ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン
モ ニ ウ ム の 濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 添 加 剤 液 Ｍ か ら の ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム の 濃 度 が
０ ． ３ ４ ％ 、 ｐ Ｈ が ５ ． ０ の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 　 ［ 例 １ ３ ］
　 脱 イ オ ン 水 中 に 、 ｐ Ｈ 調 整 を 行 う た め の 硝 酸 水 溶 液 と 、 重 量 平 均 分 子 量 が ５ ０ ０ ０ の ポ
リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム と を 加 え 、 硝 酸 濃 度 が ０ ． ４ ２ ７ ％ 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ
ウ ム 濃 度 が １ ． ０ ２ ％ の 添 加 剤 液 Ｎ を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の 添 加 剤 液 Ｎ と 例 １ と 同 様 に し て 作 製 し た 砥 粒 混 合 物 Ａ と 、 質 量 比 １ ： １ で 、 を 撹 拌
し な が ら 混 合 す る こ と に よ り 、 砥 粒 濃 度 が １ ％ 、 砥 粒 混 合 物 Ａ か ら の ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン
モ ニ ウ ム の 濃 度 が ０ ． ０ ０ ７ ％ 、 添 加 剤 液 Nか ら の ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム の 濃 度 が
０ ． ５ １ ％ 、 ｐ Ｈ が ５ ． ０ の 研 磨 剤 を 作 製 し た 。
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